







Analysis of Structure and Pianism of Chopin’s “24 Preludes op.28” 
based on Theories of “Yure” and “Kageri” No.3

































































































Ａ１《T（ 1 ）→D２（%5u）→D（5u）》は半終止、 Ａ２《T（ 1 ）→D２（4
−4u−2a）→D（5u）→T（ 1 ）》は全終止である。
前半は Ａ１ も Ａ２ も同じだが、後半の転調したように聞こえる箇所
が、 Ａ１ ではⅤ調（%5u→5）であり、 Ａ２ ではⅣ調（^5u→4）で、こ
の点がコントラストしている。にもかかわらず、機能的にはどちらもD２























































































































































































































































































































Ｂ 　 ｂ （第17～24小節）　ｂ́ （第25～32小節）














Ａ́ 　 ａ （第33～40小節）　ａ́́ （第41～48小節）















る。ａ ａ́ 、 ｂ ｂ́ 、 ａ ａ́́ 、 ｃ ｃ́ 、共に前半４小節は同じである。
ａ は半終止。　　　　  ａ́ はⅤ調に全終止。 開→閉
ｂ はⅤ調に全終止。　  ｂ́ は減７連用を経て主調に半終止。 全体が不安定
ａ は半終止。　　　　 ａ́́ は減７連用を経て主調に全終止。 開→閉
ｃ は半終止。　　　　  ｃ́ は経過転調（=Ⅵ調）を経て全終止。 全体が安定
ｃ́́ は終止和音 1 の延長。
 三部形式｛
 コーダ｛
福　田　由紀子
−246−
 「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの「前奏曲集作品28」
−247−
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